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毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

臨
床
心
理
士
に
話
す
こ
と
で
状
況

が
改
善
し
た
り
、
解
決
策
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

㊐　
２
月
９
日
水

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
個
別
相
談

対　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
悩

み
が
あ
る
人
、
そ
の
家
族

定　
３
組
（
先
着
順
）

※
要
予
約
。
定
員
に
な
り
次
第
受

付
終
了
で
す
。

料　
無
料

申　
１
月
11
日
火
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

※
受
付
時
に
相
談
内
容
を
確
認
し

ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
を

ご
自
宅
で
簡
単
に
確
認
で
き
る
検

診
で
す
。
便
を
２
日
分
採
っ
た
ら

郵
送
す
る
だ
け
で
す
の
で
、
健
康

管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

容
器
の
配
布　
１
月
18
日
火
～
28

日
金
（
土
・
日
を
除
く
）

対　
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

で
令
和
３
年
度
に
ま
だ
大
腸
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

※
令
和
３
年
度
中
に
40
歳
に
な
る

人
を
含
み
ま
す
。

　
便べ

ん
潜せ

ん
血け

つ
２
日
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
料
金
を

払
い
、
容
器
を
受
け
取
る
（
予

約
不
要
）。

②
容
器
に
便
を
採
る（
２
日
間
分
）。

③
提
出
用
封
筒
に
容
器
を
入
れ
、

郵
送
す
る
。

料　
５
０
０
円

申　
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
容
器
の
受
け
取
り
は
代
理
の
人

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
人
お
よ
び

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
受
給
者
は
、
申
し
込
み

時
に
お
申
し
出
の
上
、受
給
者
証
、

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診

「
血
圧
が
高
め
だ
け
ど
元
気
だ
か

ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
高
血
圧
を
放
置
し
て
い
る
と

動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
脳
卒
中
や

心し
ん

疾し
っ

患か
ん

な
ど
の
重
大
な
病
気
に
繋

が
り
ま
す
。

高
血
圧
は
生
活
習
慣
の
改
善
で
予

防
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
調
理
実
習
は
実
施
し

ま
せ
ん
。

㊐　
２
月
22
日
火

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
・
講
義
「
高
血
圧
の
基
本
」

（
保
健
師
）

　
・
講
義
「
高
血
圧
を
予
防
す
る

食
事
の
コ
ツ
」（
管
理
栄
養
士
）

　
・
講
義
と
実
習
「
歯
周
病
予
防

と
歯
磨
き
」（
歯
科
衛
生
士
）

対　
40
歳
以
上
の
人

定　
15
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具

申　
１
月
13
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

実
践
し
や
す
い
！

高
血
圧
予
防
教
室

産
後
の
授
乳
や
抱
っ
こ
か
ら
く
る

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態
に
目
を
向

け
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
通
し
て
、
筋

肉
を
ほ
ぐ
し
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
戻
し
、
肩
こ
り
予
防
や
骨

盤
の
ゆ
が
み
を
改
善
し
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

保
育
つ
き
の
教
室
で
す
。

※
マ
ス
ク
着
用
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

㊐　
１
月
21
日
金

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
就
学
前
の
子
ど

も
を
子
育
て
中
の
マ
マ

定　
10
人
（
先
着
順
）　

料　
無
料

講
師　
市
川
千
里
さ
ん

　
筆
記
用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
保
育
を
希
望
さ
れ
る
人
は
午
前

９
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申　
１
月
20
日
木
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
電
話
可
）。

子
育
て
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
運
動
教
室



※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 １/11（火）、１/24（月）

２/８（火）、２/28（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 １/19（水）、２/16（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 １/13（木）、２/10（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
１/６（木） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
２/１（火） 10:00～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 １/18（火）、２/16（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

１/21（金）、２/４（金）
10 :00～11 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）１/28（金）、２/18（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ295−3111
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ080−2274−1445

  

正月に飾られた

　「押し絵羽
は

子
ご

板
いた

」

歴史散歩
第331回

　

昭
和
時
代
の
お
正
月
の
子
ど
も
の
遊
び
と
い
え

ば
、
羽は

根ね

つ
き
や
独こ

楽ま

回
し
な
ど
が
代
表
的
な
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
正
月
に
飾
る
た
め
の
飾
り
羽
子
板

も
あ
り
、
押
し
絵
の
美
人
画
な
ど
が
好
ま
れ
、
女
児

に
贈
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
正
月
に
羽
根
つ
き
を
し
た
り
、
羽
子

板
を
飾
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
羽
子
板

の
歴
史
は
古
く
、室
町
時
代
に
は「
正
月
に
用
い
る
」

も
の
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
中
で
も
正
月
に
女

官
た
ち
が
羽
根
つ
き
の
勝
負
を
行
っ
た
と
い
う
15
世

紀
の
文
献
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
根
は
ム
ク
ロ
ジ
の
黒
い
種
に
羽
を
つ
け
た
も
の

で
、
蚊
を
食
べ
る
ト
ン
ボ
に
似
せ
て
突
く
こ
と
で
、

子
ど
も
が
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
厄
病
除
け
と
し

て
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
蚊
は
現
在
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
媒ば
い

介か
い

す
る
た
め
、
恐
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
が
か
か
る
と
重
症
化
す
る
日

本
脳
炎
は
蚊
が
媒
介
す
る
代
表
的
な
伝
染
病
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
人
々
も
蚊
に
は
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

蚊か

遣や

り
と
い
う
道
具
で
香こ

う

を
炊
く
よ
う
に
松
葉
な
ど

の
青
葉
を
い
ぶ
し
て
、
そ
の
煙
と
臭
い
で
蚊
を
追
い

払
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ム
ク
ロ
ジ
は
「
無
患
子
」
と
書
き
、
鬼
を

払
い
、
患
わ
ず
ら

い
を
無
く
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
羽
根
つ
き
の
羽
根
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

　

京
都
な
ど
で
作
ら
れ
た
押
し
絵
羽
子
板
は
文
化
・

文
政
期
（
１
８
０
４
～
１
８
３
０
）
に
は
登
場
し
、

人
気
役
者
の
顔
な
ど
を
飾
り
、
年
末
の
羽は

子ご

板い
た

市い
ち

に

売
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
の
羽
子
板
は
、
昭
和
32
年
に
女
児
が
誕
生
し

た
最
初
の
正
月
に
お
祝
い
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。
題
材
は
「
藤ふ
じ

娘む
す
め」
で
歌
舞
伎
舞
踊
の
演
目
の
一

つ
で
す
。
藤
の
精
の
よ
う
な
美
し
い
娘
が
笠
を
か
ぶ

り
、
藤
の
花
を
持
っ
て
舞
う
様
子
を
描
い
て
い
ま

す
。
藤
娘
の
絵
は
良
縁
の
お
守
り
と
い
う
説
も
あ

り
、
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
の
押
し
絵
羽
子
板
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
願
っ
て
正
月
に
飾
ら
れ
た
の

で
す
。

　

現
在
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
羽
子
板
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

押し絵羽子板（昭和32年）


